
（一社）日本鋼構造協会・（一社）日本鉄鋼協会 交流企画連絡会 

第 20 回 鉄鋼材料と鋼構造に関するシンポジウム 

「鋼構造物のセンシング技術と劣化診断の現状と展望」 

令和７年１１月１４日 

（一社）日本鋼構造協会・(一社)日本鉄鋼協会 

交流企画連絡会 



はじめに 

 平成 8 年に（一社）日本鉄鋼協会からの呼びかけにより、(一社) 日本鉄鋼協会と(一社) 

日本鋼構造協会に交流企画委員会が設置されました。その目的は、鋼構造物の製作・製造

側と鋼材供給側間でニーズ、シーズ等に関する情報を交換し、学術・技術の場を提供する

ことであります。具体的な活動として平成 10 年から以下の「鉄鋼材料と鋼構造に関するシ

ンポジウム」を開催してまいりました。近年は、より高度で時宜を得た内容とするために、

両協会内の成果をお互いに発表し、交流を図ることとしてきました。 

今回は第 20 回を迎え、日本鋼構造協会主催の鋼構造シンポジウム 2025 において、

「鋼構造物のセンシング技術と劣化診断の現状と展望」をテーマとしたシンポジウムを

開催することとしました。 

橋梁や上下水道のインフラ施設や高度経済成長期の建築物などについて老朽化が顕

在化し始めている昨今、センシングや劣化診断はさらに重要性を増しています。本シン

ポジウムではこれらの最先端技術の現状や活用状況等についてスポットを当て、今後の

展望を探ります。 

各講師の講演、さらにその後のパネルディスカッションや討議を通して、理解を深め、

ともに将来を考える機会としていただければ幸いです。 

日本鋼構造協会・日本鉄鋼協会交流企画連絡会 主査 白旗 弘実 



＜これまでの経緯＞ 

①平成 10 年 11 月 「鋼構造用高張力鋼（780N/mm2級）の製造・利用技術の現状と展望」 

②平成 11 年 3 月 「耐震、耐火性に優れた形鋼・鋼管の製造・利用技術の現状と展望」

③平成 12 年 10 月 「高性能鋼の橋梁への利用」

④平成 13 年 11 月 「溶接を超えるボルト接合－その課題と期待－」

⑤平成 14 年 11 月 「鋼構造の耐久性および長寿命化」

⑥平成 15 年 11 月 「鋼構造を支える溶接技術の現状と展望」

⑦平成 17 年  3 月 「エココン・スチールストラクチャの創出

－鋼構造における環境問題への取り組み」 

⑧平成 18 年 11 月 「構造用鋼材―その変遷と将来への技術展望」

⑨平成 20 年 3 月  「革新的構造材料を用いた新構造システム建築

―革新的構造材料による震度７弾性構造体―」 

⑩平成 21 年 11 月 「新機能鋼材の創出とその利用技術

－橋梁、水圧鉄管、造船にみる最新の動向－」 

⑪平成 24 年 3 月 「鋼構造物における長寿命化・延命化技術の現状と展望」

⑫平成 25 年 11 月  「新ランドマーク、“東京スカイツリー”、“東京ゲートブリッ

ジ”に見る最近の鋼構造が要求する新たな材料性能とは」 

⑬平成 26 年 3 月 「高力ボルト接合技術の現状と展望」

⑭平成 27 年 11 月 「鋼材とその利用技術のあゆみ」

⑮平成 29 年 3 月  「高強度化で広がる鋼構造の新しい世界 

 ～建築と橋梁の適用可能性と課題～」 

⑯平成 30 年 11 月 「鋼構造による社会インフラの強靭化・長寿命化の技術展望」

⑰令和 3 年 3 月 「大型競技場にみる新しい建築技術 

～新ハイブリッド・大空間建築物の構造、工法と耐震～」 

⑱令和 4 年 11 月 「摩擦(攪拌)接合技術とインフラ構造物への適用の可能性」 

⑲令和 6 年 3 月 「建築・⼟⽊分野で急速に広がる BIM/CIM

―BIM/CIM は鉄鋼材料に何をもたらすのか？」
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第 20 回 鉄鋼材料と鋼構造に関するシンポジウム 

「鋼構造物のセンシング技術と劣化診断の現状と展望」 

１．はじめに 白旗 弘実 東京都市大学 

これまでの経緯 

２．講演内容および講演者 

１）インフラ長寿命化を支える鋼構造物の劣化診断技術

片山 英樹 （国研）物質・材料研究機構・・・ 1

２）高速エリアセンシング技術による構造物ボリュメトリックセンシング

石井 抱 広島大学大学院・・・・・・・・ 9 





講演１ 

インフラ⻑寿命化を⽀える鋼構造物の劣化診断技術

⽚⼭ 英樹 

国⽴研究開発法⼈ 物質・材料研究機構
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講演 2 

 

⾼速エリアセンシング技術による 

構造物ボリュメトリックセンシング 

 

 

 

⽯井 抱 

 広島⼤学⼤学院 
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第 20 回                                         

鉄鋼材料と鋼構造に関するシンポジウム 

 「鋼構造物のセンシング技術と劣化診断の現状と展望」 
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